
市は子どもたちと地域の為に本気で挑むべき

「県教委の管轄」と言って取り合わない八千代市

　八千代西高が設置されている緑が丘地域は、人口が増加し、中学校が不足している地域で
もあります。地域から西校存続の声が上がっている中で、八千代市の地域の財産であり、
八千代市の未来に向けた宝物でもある八千代西高校の存続のために、本気で挑むべきで
す。日本共産党は八千代市にたいして強く要望しました。

県立高校統廃合中止を求める署名を県に提出
　市民団体である「県立高校の統廃合を考える市民の会」は９月２６日、千葉県教育委員会
にたいして「県立高校統廃合中止を求める署名」２６３６人分を提出し、「県立高校の存続」
とともに「少人数学級の実践の場として活かしていくこと」そして「関係者や市民の声の反
映」を求めました。
　日本共産党八千代市議団は、丸山慎一
県議、船橋市議とともに市民団体の署名
提出に参加し、県にたいして八千代西高
校の存続を求めました。

　文部科学省の「諸外国の教育統計」によると「先進国の高等学校の学級編制規模は２０人
程度で、最大でも３０人」と記載されている一方で、日本は４０人のままです。３０人規模
の学級であれば統廃合する根拠もなくなり、生徒主体の行き届いた教育ができるのです。
こうした実情がありながら、県が示している高等学校の適正配置や募集定員などは、根拠
がないものになっているのではないでしょうか？
　このような実態を踏まえて、日本共産党は９月定例議会の一般質問で「西高の存続を県
に求めるべき」と提案しましたが、八千代市教育委員会からは「千葉県教育委員会の管轄で
ある」、「回答する立場にない」と回答しています。

千葉県は地域の声を無視して西校の廃校を進めています
　千葉県教育委員会は５月に県立高校改革推進プラン・第２次実施プログラム(案)を公示、
八千代市西高を廃校し、八千代東高との統合を進めています。
　しかし、プログラム案の公示前に実施した地域フォーラムと中学校長会の意見では、西
校を高く評価する声と共に「存続させて」の声が多くあがっています。
　さらに、プログラム案が公示された後に勝田台文化センターで実施された県民説明会で
は、東高の卒業生等からも反対の声が上がる中で、「統合の根拠となる適正規模の科学的
根拠は？」の質問について、県側から説明が出来ないまま時間切れになっています。
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八千代西高校をなくさないで！


